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１．はじめに 

近年,農村景観の魅力が再認識されている中で,広

域的な優れた景観になる可能性が高いものが活かさ

れていないと考えられる。平成 16年 6月に景観法が

制定され,景観法を活かすために地方自治体や地域

住民の参画による景観づくりが必要である。 

そこで本研究では,典型的なパターンの景観を用

いて，現状の景観と修景された景観を見比べコント

ロールすべきかどうかの評価を行うことで,人々が

求めている景観とはどのようなものなのかを把握す

るとともに,コントロールする景観と内容について

考察することを目的としている。 

２．調査概要 

 本研究では,秋田県内の景観のうち,広域的な景観

を中心に典型的な 11 の景観を選定し,それぞれにつ

いて修景写真を作成した。図1に現状の景観(a)と修

景内容((b)および(c))を示している。選定した景観

の写真と,その修景写真を用いて,都市部と農村部で

分けてアンケート調査を行った。調査概要を表 1 に

示す。1つの景観は現状の写真と 1～2枚の修景写真

で 1組となっており,1組全ての写真を見比べながら，

統一感，開放感など 9つの項目について,それぞれの

写真ごとに評価をするとともに，残したい景観につ

いて回答してもらった。また,景観コントロールに

対する意識についても評価を求めた。 

表 1 アンケート調査の概要 

秋田市在住の学生（55人）

仙北市の住民（30人）

(1)景観写真、修景写真についての評価

(2)景観コントロールに対する意識調査

(1)残したい景観を明らかにする

(2)コントロールすべき景観を明らかにする

(1)11パターンの景観写真

(2)11パターンそれぞれの修景写真

(1)統一感がある　(2)開放感がある

5段階評価の (3)自然で癒される　(4)歴史文化を感じる

評価項目 (5)都市的である　(6)親近感がある

(7)好ましい　(8)コントロールが必要である

現状の写真、修景

写真から1つ選択

評価写真

(9)残したい景観がある

対象者

調査内容

調査目的

 

マンションの高さを制限(b) マンションの高さを制限(b)

建物の屋根の色を統一(b)
さらに壁を真壁白漆喰塗りに統一(ｃ)

建物の屋根を茅葺き屋根に統一(b) マンションの高さを制限(b)

さらに壁を真壁白漆喰塗りに統一(ｃ)
建物の屋根の色を統一(b) 建物の屋根の色を統一(b)
さらに壁の色を統一(ｃ) さらに壁の色を統一(ｃ)

建物の屋根の色を統一(b)

さらに壁の色を統一(ｃ)

建物の屋根の色を統一(b) 建物の屋根の色を統一(b)

さらに壁の色を統一(ｃ) さらに壁の色を統一(ｃ)

⑩久保田城から望むビル群(a) ⑪駅から望む太平山(a)

④歴史文化を感じる農村景観(a) ⑤住宅数が少ない農村景観(a) ⑥河川と散居集落の景観(a)

⑦山と川と釣り人の景観(a) ⑧茅葺き屋根の農村景観(a) ⑨公園から望む山並み(a)

建物の屋根を瓦屋根に統一(b)

①緑に囲まれた農村景観(a) ②沿道に花咲く農村景観(a) ③幹線道路が通る農村景観(a)

 

図 1 評価に用いた写真と修景方法 

3．景観のイメージ分析 

修景した景観を対象に景観のイメージについて因

子分析を行った。その結果を表 2，図 2に示す。各評

価項目の因子負荷量から,因子 1 は「親近感」,「自

然で癒される」などの因子負荷量が大きいので『や

すらぎ』とし,因子 2 は「都市的」,「統一感」など

の因子負荷量が大きいので『機能性』とした。横軸

に因子 1,縦軸に因子 2 をとり,各パターンの景観の

因子得点をもとに分布図を作成した。 

表 2 因子負荷量 

項目 因子名 都市的 統一感 歴史文化 開放感 自然 親近感 好ましい
因子№ 1 やすらぎ 0.016 0.421 0.647 0.711 0.836 0.839 0.861
因子№ 2 機能性 0.455 0.403 0.266 -0.156 -0.218 -0.109 0.041  
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図 2 各パターンの因子得点分布図 

 景観④,⑧は『やすらぎ』『機能性』の双方の因子

が高く,景観⑨は歴史文化のイメージに近い。景観①,

②，③，⑥は『やすらぎ』の因子が低く，景観⑤，

⑦は『機能性』の因子が低い景観であることがわか

る。 

4. 残したい景観の評価分類 

図 3に 11の景観について残したいと思う景観を示

している。全体として景観①，②，④，⑧の景観が

高く評価された。このうち景観④は「屋根を瓦屋根

に統一(b)」と「さらに壁を真壁白漆喰塗りに統一

(c)」の修景したものの割合が高い比率を占めた。 
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⑪駅から望む太平山

⑩久保田城から望むビル郡

⑨公園から望む山並み

⑧茅葺き屋根の農村景観

⑦山と川と釣り人の景観

⑥河川と散居集落の景観

⑤住宅数が少ない農村景観

④歴史文化を感じる農村景観

③幹線道路が通る農村景観

②沿道に花咲く農村景観

①緑に囲まれた農村景観

現状(a) 修景(b) 修景(c)

図 3 残したい景観の評価 

 農村部の「残したい景観」で評価が高かった景観

⑧と,評価が低かった景観⑥,また都市部で「残した

い景観」の評価が高かった景観⑨の修景後のイメー

ジ変化に着目した。その結果を図 4 に示す。景観⑧

は屋根を茅葺き屋根に修景することで統一感と共に

歴史文化のイメージが上がっている。景観⑥は屋

根・壁の色を修景したのみであり統一感のイメージ

は上がっているが，その他のイメージは大きな変化

は見られなかった。また,景観⑨はマンションの高さ

を制限したことで都市的のイメージが下がり，公園

の元来の開放感や自然のイメージが上がることによ

り「残したい景観」の評価が高かったと考えられる。 

-1.5 -1 -0.5 0 0.5 1 1.5 2 2.5

好ましい

親近感

都市的

歴史文化

自然

開放感

統一感

 
 　⑧茅葺き屋根に統一 　　⑥屋根・壁の色の統一　　　⑨マンションの高さ

 
図 4 修景後のイメージ変化 

5.景観保存意識に影響する要因  

景観を残す，残さないの評価においてどのような

要因が影響しているかを数量化Ⅱ類によって分析し

た。図 5 には景観③の結果を示している。相関比は

0.5077 である。図 5 に示す通り統一性，歴史文化，

都市的のレンジが大きく，これらのイメージが残す，

残さないの評価に影響を与えることが考えられる。 
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図 5 景観③の項目別のレンジ比率 

6．まとめ 

本研究では,以下のことが明らかになった。 

(1)残したいと思わせるためには因子分析より,やす

らぎと機能性のイメージが必要である。 

(2)残したい景観の評価より,修景したものの割合が

高い比率を占めたことから,景観のコントロール

が必要であるといえる。 

(3)保存意識に影響する要因として統一性,歴史文化,

都市的のイメージがある。 
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